
生命医科学部人材養成の目的 

 

生命医科学部は、生命現象の本質を科学的に理解すると同時に、その制御機能を多角的な視点

から明らかにする教育研究活動をとおして、生命医科学に関連するさまざまな課題に対して、工

学ならびに理学を基盤とする総合的な知識と関連する技術を身に付けて、健康・医療に関する

様々な社会的要請に対応できる人材を養成することを目的とする。 

医工学科は、ヒトを生体システムとして捉え、機械工学と医学の融合領域において、再生医療、

バイオメカニクス、バイオマテリアル、及びバイオロボティクスの分野について、講義と実験実

習をとおして、問題設定能力と問題解決能力を身に付けて、民間企業や官民の研究機関、教育機

関等において活躍する人材を養成することを目的とする。 

医情報学科は、生体情報の取得・制御に関する知識や技能と、生体情報処理機構を次世代高度

情報システムの構築へと展開できる応用力について、幅広いリベラルアーツと自然科学基礎、電

子・情報工学、生体情報、脳科学に関する講義や演習、実験、卒業研究をとおして、自発的に問

題発見・解決を行い、それを伝えることのできる創造力を身に付けて、企業や研究所等において

活躍する人材を養成することを目的とする。  

医生命システム学科は、ヒトをひとつの生命システムと捉え、それを維持する生理機構やその

破綻による各種疾病の発症機構、さらにはその治療・予防について、生命科学、薬学、基礎医学、

臨床医学に関する講義、ならびにこれらと密接に関連した実験実習をとおして、体系的な理解能

力と実践的な問題解決能力を身に付けて、生命科学、基礎医学、健康科学の関連分野において活

躍する人材を養成することを目的とする。 

 


